
2024年度 No.577千住学部時間割

科目名称
小児看護学実習

授業コード
BK358

英語名称
Pedatric Nursing

学期
2024年度後期

単位
2.0

担当教員
岡村  千鶴, 尾近  千鶴, 津田  茂子, 西村  実希子

※記入不要　ナンバリ
ングコード

授業の概要
小児看護学概論および小児看護援助論における学習をもとに、あらゆる発達段階の子どもの健康上の問題を
理解し、子どもとその家族に必要な看護を実践する基礎的能力を養う。

科目に関連する実務経
験と授業への活用

保育所および小児病棟において小児期にある子どもを受け持ち、子どもと家族に必要な看護実践を行うため
に、小児病棟での実務を経験した教員が指導を行う。

到達目標

  この科目は、カリキュラム・ポリシーの１つである「看護学としての専門知識・技術を学び、論理的思考
力を習得するため、看護の基本、看護援助の方法、看護実践、看護の発展科目を配置する」に基づき、専門
分野の「看護実践」科目に位置づけられる。
  小児看護の臨床の場で、座学で学んだ知識や技術を関連づけ活用し、実践することを目標としている。
  特にディプロマポリシーの「科学的な根拠に基づき、対象者の健康と生活の質を高める看護を実践するた
めの論理的思考力、基本的な問題解決能力を修得している」および「看護の発展に貢献しうる看護専門職者
としての主体的学修能力を身につけている」「対象者の様々な権利や人権を尊重し、看護専門職者として倫
理的行動がとれる」を目指し、以下を到達目標とする。
１． 成長･発達の側面から子どもを理解し、成長･発達を支援する生活援助ができる。
２． 子どもとその家族に必要な看護問題を認識し、発達および健康状態に適した看護を
     実践できる。
３． 地域で暮らす障がいのある子どもと家族の日常生活や支援について、理解し、地域
     ケアにおける小児看護の在り方について理解できる。

計画・内容

１．実習期間：２週間  詳細は実習配置表にて別途提示する。

２．実習時間：原則として  保育所 ； ９：００～１６：００
                                            病棟    ； ８：３０～１５：３０
                                               特別支援学校；８：３０～１５：３０

３．実習計画及び実習場所
  １）保育所実習（2日間）：足立区内の保育園（別途提示）

  ２）病棟実習  （学内2-3日、臨地4日、計6-7日間）
    (1)初日（学内1日）：オリエンテーション・技術演習
    (2) ①～④のいずれかの施設で臨地実習
        ①埼玉県立小児医療センター
        ②東京慈恵医科大学葛飾医療センター
        ③獨協医科大学埼玉医療センター
        ④東京女子医科大学足立医療センター

  ３）特別支援学校見学実習（1日間）
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計画・内容

  ４）最終日（学内）：関連図カンファレンス
                      まとめのカンファレンス・記録の整理

４.  担当教員： 津田茂子・岡村千鶴・尾近千鶴（全員看護師）

５.   2単位：90時間

授業の進め方

１．保育所実習について
・実習施設長（園長）と日程調整をした上で、事前訪問を行い園のオリエンテーションを受ける。
・2日間の実習中は、担当保育士および看護師の指導を受けながら、保育活動に参加する。

２.  病棟実習について
・小児期にある患児を1名ないし2名受け持つ。
・基本的には学生4～5人に対して教員（非常勤教員を含む）1人を配置し、教員（非常勤教員を含む）およ
び病棟スタッフの指導を受けながら、受け持ち患者と家族の看護を実践する。

３．特別支援学校見学実習について
・事前に本学で養護教諭及び副校長による事前オリエンテーションを受ける。
・見学実習当日は、目的意識を持ち、2－3人ずつが看護師について見学を行う。午後の自立訓練の時間は
、教員およびスタッフの指導のもと参加する。

能動的な学びの実施
アクティブラーニングを取り入れ、保育園、特別支援学校、病院での実習を行う。

授業時間外の学修

1. 事前課題
  ・指定された課題について、計画立てて行い、期日までに提出する。

2. 実習期間中
  ・実習スケジュール（要項参照）に沿って、タイムリーに記録を行う。
  ・記録の整理や疾患や検査などの学習に日々2～3時間は要する。

教科書・参考書
１．小児看護学概論で使用した教科書及び資料、参考書
２．小児看護援助論Ⅰ・Ⅱで使用した教科書及び資料、参考書
３． 内山  聖監修：標準小児科学 第8版（2018）,医学書院  等専門書を参考にする

成績評価方法と基準
１．学則に準じて、出席すべき日数の3分の2以上の出席があったものについて評価する。
２．学則の評価基準に準じ、実習内容、実習記録、自己評価等の結果を総合して評価表に
    基づき評価する。 保育園実習（10%)  病院実習（90%)

課題等に対するフィー
ドバック

1. 事前課題について
  ・不足の部分や理解に乏しい部分は、個別にコメントしたり、演習やグループワーク時に
    説明を加える。
2. 実習記録、実習中の追加学習に関しては、毎日個別にコメントする。
3. 実習全体に対して、個別に面接したり、カンファレンスでコメントしたりするなど、フィ
  ードバックしていく。

オフィスアワー
CanpusSquareを参照

留意事項
詳細は小児看護学実習要項参照

体調管理には十分注意し、特に感染症の季節には徹底した自己管理を行う。

非対面授業となった場
合の「①授業の進め方
」および「②成績評価
方法と基準」

①実習の進め方
  学内実習とZOOMを組み合わせて実施する。

②成績評価方法と基準
  ・学則に準じて、出席すべき日数の3分の2以上の出席があったものについて評価する。
  ・学則の評価基準に準じ、学習内容・記録（75%）、態度（25%）等の結果を総合して
    評価表に基づき評価する。
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